
平成 29年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

視点 
４年間の目標 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 

（平成28年度策定） 具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 

学習指導 

①生徒一人ひとりの多様な学習

目標や進路希望を踏まえた学習

指導を実践する。 

 

②自ら課題を発見し、解決するた

めの思考力・判断力・表現力等の

育成のために自ら学ぶ力を育む

学習活動を実践する。 

 

③幅広い教養と確かな学力を身

につけさせ総合力の育成を図る。 

①授業力向上に向けた授業研

究の年間計画、テーマに基づ

き、継続的に組織的な授業改

善が図れるようにする。 

 

②総合的な学習の時間におい

て生徒の主体的な学びが進む

ようにする。 

 

③総合的な学習の時間の内容

をより一層充実させる。 

①職員の意識が高まるよう、生

徒による授業評価や研究授業

などの内容の充実を図る。 

 

②教員マニュアル等を作成し、

それを活用することにより統

一的に指導にあたり、生徒の主

体的な学びの伸長を図る。 

 

③アカデミックキャラバン・緑

高セミナー・テーマ別研修等に

おいて、生徒に確かな学力をつ

ける講座を多く設定する。 

①生徒による授業評価の結

果などを評価の観点に活用

できたか。 

 

 

②年度末に生徒に年間のま

とめを書かせ、主体的な学び

ができたか。 

 

③緑高セミナーについては

アンケートにより参加状況

成果を確認できたか。その他

については研修報告書を活

用して、幅広い教養を身につ

けさせられたか。 

２ 生徒指導・支援 

①部活動や行事を通して、生徒の

論理的思考力・表現力・創造性を

伸ばし、リーダーシップや企画力

の向上を図る。 

 

②よりきめ細かな個別支援を実

現することにより、生徒一人ひと

りが安心した学校生活を送るこ

とができるよう支援する。 

 

①生徒会活動を生徒の主体的

な活動の場として捉え、教員

は助言指導・サポート役に徹

し、生徒の能力の伸長を図る。 

 

②生徒の相談体制の充実を図

り生徒理解に立った適切な生

徒支援を行う。 

①部長会・実行委員会を通じた

生徒主体の取組を推進する。 

既存のやり方にとらわれず、新

たな発想を尊重するとともに、

実現に向けた取組を計画的に

行う。 

 

②生徒支援のために適切な情

報共有や指導、対応をこころが

け、事故発生時には適切に対処

する。 

①生徒主体の部活動、行事運

営が行えたか。自由な発想の

元、計画の実現に向けて取組

むことができたか。 

 

②生徒支援のために適切な

情報共有や指導、対応がおこ

なえたか。事故発生時の対処

は適切か。 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとりが目指す進路の

実現に向けて、様々な支援や指導

を実践する。 

 

 

 

生徒一人ひとりが自己の高い

資質を自覚した上で、目指す

進路の実現に向けて、３年間

を見通した進路計画を整理し

支援と指導を図る。 

３年間を見通したキャリア教

育についてワークシート等の

活用により生徒一人ひとりが

各自の優れた資質をより発

展・充実させ、自分の将来像を

描くことができるよう支援と

指導を行う。 

３年間を見通したキャリア

教育において、ワークシート

等を活用し、生徒一人ひとり

に自らの高い資質をより充

実させ自分の将来像を描か

せ、高い志を立てることがで

きたか。 

４ 地域等との協働 

①地域に信頼される学校づくり

を推進する。 

 

②後援組織である三徳会・牧陵会

との連携を深め、学校教育支援体

制の充実を図る。 

 

 

 

①学校の教育活動を積極的に

地域等へ公開するとともに、

行事等の参加を促す。 

 

②後援組織との連携を深め、

生徒の育成支援体制の充実を

図る。 

①文化祭や芸術教科発表会な

どの行事の公開やＨＰを通じ、

本校への理解を促す①避難訓

練への参加を促し、生徒・地域

との交流、協働を企てる。 

 

②学びの奨励基金の運用、緑高

セミナーを中心とした人材な

どの活用を図る。 

①公開行事への参加状況・ア

ンケート調査による満足度。 

①避難訓練における地域の

方の参加状況。 

 

 

②学びの奨励基金の周知・運

用および支援団体の人材活

用等、新たな支援体制の活

用・充実について推進できた

か。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①全職員が参画し、組織的･機動

的な学校運営体制を推進する。 

 

②生徒・保護者に信頼される学校

を維持するために事故不祥事防

止に努める。 

 

①職員の意見交換の場として

の「緑の意見交換会」を定期的

に実施し、全職員が参画する運

営体制を活性化させる 

 

②日常的に事故不祥事防止に

努めるよう職員間の声掛けを

実践する。 

①興味深いテーマ設定をしたう

えで職員が参加しやすい日時に

「意見交換会」を実施し、意見

交換を行い学校運営になるべく

反映させる。 

 

②研修をとおして、日常的に事

故不祥事防止に努めるようにす

る。 

①半期に１～２回開催するこ

とができたか。また意見を交

換し、問題意識や教育活動実

践の共有が図れたか。 

 

②月に一度、研修を開催する

ことができたか。職員間の声

掛けを実践することができた

か。 

  


